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１．研究計画の概要 
 

 心配は多くの臨床的問題で見られるが治
療成績は芳しくない。本研究では，身体に受
容的な注意を向ける介入法（マインドフルネ
ス瞑想）によって，心配への治療効果が向上
するかどうかを検討する。 
 (1)本研究の背景には，心配は言語的な思考
によって不快な情動（特に身体的な反応）か
ら注意をそらすことで強化される，というモ
デルがある。これまで不十分であった情動回
避を測定する尺度を開発して，心配や全般性
不安障害の症状に対する予測力の向上につ
ながるかどうかを検証する。調査研究の手法
を用いて研究を行っている。 
 (2)マインドフルネス瞑想の心配低減効果
を検討する。特に，介入によって情動回避が
低減するか，身体に注意を向けることで外的
な刺激に注意を向ける訓練以上の効果があ
るか，を検討する。身体に注意を向けるマイ
ンドフルネス瞑想と外部の刺激に注意を向
ける注意訓練の比較を主とした介入研究を
行っている。 
 

２．研究の進捗状況 
 

 本研究計画は，心配のモデルの予測力の向
上を目指した質問紙調査と，身体に注意を向
けることの効果を検討するための介入研究
からなる。平成 21 年度までの３年間で，調
査研究を実施するとともに，予備的な介入研
究に着手した。 
 (1)調査研究：心配を予測する変数は，一定

の妥当性が示されているものが既に複数存
在する。そのため，まずとりわけ身体的な情
動を回避する傾向が多数ある予測変数の候
補の中でも強力なものであることを示す必
要がある。まず，情動回避を測定する尺度や
全般性不安障害の症状尺度を整備した。これ
らを用いて，心配や全般性不安障害症状の予
測変数を比較したところ，情動回避は既に先
行研究で高い予測力が示されている認知的
な変数によって説明出来ない独自の分散を
説明出来ることが見いだされた。よって，情
動回避の低減を治療の目標とすることは有
益だと考えられる。 
 (2)介入研究：マインドフルネス瞑想では，
身体や外界に注意を向ける訓練を行う。この
場合，注意を向ける対象が身体である場合と
そうでない場合で，効果は違うのだろうか。
介入研究では，心配性の高い人を対象として，
マインドフルネス瞑想や注意訓練を行うこ
とで，身体に注意を向けることで治療効果の
向上がみられるかどうかを検討した。①マイ
ンドフルネス瞑想と身体への注意を含まな
い注意訓練とを比較した。その結果，心配低
減の効果は同等であったが，情動回避の低減
にはむしろ注意訓練の方が有効という結果
が得られた。②同じマインドフルネス瞑想を
実施すると場合でも，実験参加者に与える治
療のメカニズムの説明（心理教育）の強調点
を代えることで効果が変わるかどうかを検
討した。その結果，いくつかの指標において，
認知的変化を強調するよりも，情動への直面
化を強調した方がより有効なことが示され
た。 
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３．現在までの達成度 
 

②おおむね順調に進展している 
（理由） 
４年間の研究計画で前半２年は調査研究，後
半２年は介入研究という予定であった。３年
目で介入研究に取り掛かることが出来たた
め，おおむねスケジュール通りに進行してい
ると言える。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 
 最終年度においては，介入研究を継続し，
介入方法の中でも特に身体に注意を向ける
という要素のもつ効果について明らかにす
る。３年目にあたる平成 21年度の結果では，
身体に注意を向けることが治療効果の向上
につながるか，という問いについては結果が
一貫しない。よって，今後はどのような場合
に，あるいはどのような経路で，身体への注
意が有効となるのか，という調整変数・媒介
変数を明らかにすることが中心となる。 
 
５. 代表的な研究成果 
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